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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月10日(2010.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体が打ち込まれる遊技領域と、
　前記遊技領域に設けられ、遊技媒体が進入可能な始動口と、
　前記始動口への遊技媒体の進入に基づいて所定の始動条件が成立されてからの短時間内
に動作しうる可動片を有し、該可動片が動作したときには遊技媒体の進入が可能とされる
役物と、
　前記役物に進入した遊技媒体を一般口及び特定口のいずれかに振り分ける機械的抽選が
行われるように動作する役物内抽選手段と、
　前記役物内抽選手段による機械的抽選によって前記一般口及び前記特定口のうちの前記
特定口に遊技媒体が振り分けられたとき、遊技者に有利な遊技状態を発生させうる遊技制
御手段と
　を備える遊技機であって、
　コンピュータを用いて構成され、前記始動口への遊技媒体の進入に基づいて所定の始動
条件が成立したとき、前記コンピュータの処理により電気的抽選を行う電気的抽選手段と
、
　前記電気的抽選手段による電気的抽選の結果が表示される電気的抽選結果表示手段と
　をさらに備え、
　前記電気的抽選手段による電気的抽選の結果には、特定の抽選結果が含まれており、
　前記遊技制御手段は、
　前記電気的抽選手段による電気的抽選の結果が特定の抽選結果であったときは、所定の
始動条件が成立してからの前記短時間内に前記役物への遊技媒体の進入を可能ならしめる
ように前記可動片の動作にかかる駆動制御を行うとともに、前記電気的抽選結果表示手段
における表示については、前記可動片が動作しうるタイミングよりもさらに早い先行タイ
ミングにて当該電気的抽選の結果を確定表示させておくように制御する機械的遊技制御手
段、
　前記電気的抽選手段による電気的抽選の結果が特定の抽選結果でなかったとき、前記電
気的抽選結果表示手段における表示については、同抽選の結果が前記特定の抽選結果であ
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るときにその旨の確定表示が出現しうる前記先行タイミングよりも遅延させるかたちで当
該電気的抽選の結果を確定表示することで、この遅延された時間以降は、前記役物内抽選
手段によって機械的抽選が行われ得ないことが確定されたもとで前記電気的抽選の結果に
ついての表示演出を実行可能とする第１の電気的遊技制御手段、及び
　前記電気的遊技制御手段による表示演出が実行された結果、前記役物内抽選手段によっ
て機械的抽選が行われ得ないことが確定されたもとで前記電気的抽選の結果についての確
定表示が現れたときは前記役物内抽選手段による機械的抽選を受けずして遊技者に有利な
遊技状態を発生させうる第２の電気的遊技制御手段
　を有することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記役物内抽選手段は、周期的に回転する回転体を有しており、この回転体が回転する
ことによって前記役物に進入した遊技媒体を一般口及び特定口のいずれかに振り分けるも
のである
　請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記役物に進入した遊技媒体が前記一般口へと振り分けられる確率は、前記特定口に振
り分けられる確率よりも高く設定されてなる
　請求項１または２に記載の遊技機。
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